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サマリ

九州工業大学（九工大）・情報通信研究機構（NICT）は、B5Gモバイル環境の

利活用に基づく、マッチングファンドをはじめとする協創プロジェクトを推進して
きた

高度化・多様化が見込まれるB5G無線通信システムに関する研究開発を実
施している

フローティングCPS広域基盤技術

動的リソース割当・遠隔コア配置技術

NTN等ヘテロネットワーク連携技術

研究開発・協創プロジェクトは、イベントや展示会で発信。当該テストベッド設
備をコアとするさらなる連携につながることが期待される
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高信頼・高可塑B5G/IoTテストベッドの構築を推進。2022年10月より順次提供開始

柔軟性・拡張性があり、有無線インフラに加え、データ分析や電波模擬等も含めた検証を想定

施設の一部は、九工大、阪大にも置かれ、研究機関間の連携や、地域産業との関わりも重視
Beyond 5G研究開発促進事業の各委託課題等における利用も想定

高信頼・高可塑B5G/IoTテストベッド

1. B5G高信頼仮想化環境：JGN上に実装
され、国内の複数JGN拠点にわたる実
証が可能

2. B5Gモバイル環境：JGNに接続するモ

バイル拠点を東京、大阪、九州に設置
。一部コア設備は北陸拠点に設置

3. CyReal実証環境：StarBED上に実装さ
れ、JGNを介した遠隔利用にも対応

4. DCCS：StarBED上に実装され、JGNを
介した遠隔利用にも対応
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「2. B5Gモバイル環境」の概要
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SWHW2-1. モバイルアプリケーション実証環境 ：2022年10月～

基地局設備、アンテナ等で構成されるモバイルネットワーク環境を提
供。5Gネットワークを活用するアプリケーション技術の研究開発を実
施可能。課題抽出を経てB5Gネットワークの要件等を明確化

2-2．モバイルネットワーク開発環境 ：2022年10月～

汎用サーバを用いたクラウドネイティブな基地局設備とアンテナ等に
よるモバイルネットワーク環境を提供。基地局機能のソフトウエア変
更が可能で、C-Planeによるスライシング等の評価が可能

2-3．モバイル基地局開発環境 ：2022年10月～

複数基地局(28GHz帯、Sub-6GHz帯)及びこれらに接続可能なマル

チバンド端末局を用いるモバイルシステムの実証環境を提供。端末
は事前設定により、共通エリアにおいて基地局選択可能
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Beyond 5G研究開発促進事業（一般型）における「Beyond 5G国際共同研究型プログラム」に採択（05501）

テーマ名「低遅延・自律性を実現するフローティングサイバーフィジカルシステムと広域連携の研究開発」

フローティングコンポーネント技術、Beyondコンテナ実行基盤技術の成果を統合

F-CPSを実現する基盤（プラットフォーム）を開発・実装

単一または近隣のF-CPSを用いたユースケースとして、F-CPS内を流通する時空間データ(STD)を用い実
証実験を実施

「フローティングCPS広域基盤技術」概要
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滞留システムも介し受信したSTDをWasmアプリケーションで分析、表示可能

データ地産地消：取得STDの分析・表示により「過ごしやすい地点」を可視化

Android端末・ノートPC上で、同一アプリでの実行を確認

Wasmアプリケーションの動作実証
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全計測地点において、ほぼ100％のSTD取得率を実現

提供された滞留ネットワーク内の滞留ノード中継により、センサから直接のSTD受信が
難しい場合にも、STD取得率特性を改善

STD取得率特性の評価
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九州工業大学ーNICT マッチング研究支援事業（R4-5年度）に採択

テーマ名「オンデマンドリソース割当てによる L5G基地局の循環進化技術」

九州工業大学内のL5G準拠のテストベッド環境を活用し、ソフトウエア技術適用の基地局に
おける変更拡張による特性改善について、机上計算および、現地実証試験で評価

CU/DU部： スライス技術の適用による多様なトラヒックへの対応性の確立

Core部： 遠隔実装も含めた上での、構成の最適化による機能向上

「動的リソース割当・遠隔コア配置技術」概要
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研究開発分担・線表

研究開発分担

線表

R4年度 R5年度

九
工
大

• ソフトウエアコア設備の研究開発、評価実験主担当
• ソフトウエアコア設備の構成について検討を行うとともに、当該
設備の物理的な実装手法について検討し、基本的な動作特性
について評価

• ソフトウエアコア設備の構成最適化について検討を行うとともに、
当該設備の物理的な実装手法について検討、コア部カスタマイ
ズを想定し特性評価

N
IC

T • 高度スライス機能の研究開発、評価実験主担当
• オンデマンド要求に基づきスライスを定義する機能を実装する
手法について検討し、基本的な動作特性について評価

• オンデマンド要求に基づきスライスを定義する機能を実装する
手法について検討し、コア部カスタマイズを想定した特性につい
て評価

2022Q2 2022Q3 2022Q4 2023Q1 2023Q2 2023Q3 2023Q4 2024Q1

九
工
大

N
IC

T

スライシング方式検討

机上検討

実証試験

取りまとめ

Core構成検討

調査

実証試験

取りまとめ

コア部選択・分散検討

机上検討

実証試験

取りまとめ

Core構成最適化検討

机上検討

実証試験

取りまとめ
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スライシングにより複数の特性比較のため、帯域に関して異なる条件を適
用した無線端末 (UE) 同士での動作比較を示している

スライシング技術実証例：帯域変化による伝送特性評価

「帯域大」スライシング 「帯域小」スライシング

スルー
プット

動画像
品質
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スライシングによる「帯域確保」なし スライシングによる「帯域確保」あり

動画像
品質

スライシングにより「帯域確保」を実現し、他の通信サービスからの干渉を回避し
良好な無線通信を行うことも可能

スライシング技術実証例：帯域確保による干渉回避特性評価
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異なる拠点に置かれたコアに対するダウンリンク性能の比較を示す

コア遠隔実装実証における伝送特性評価

北陸設置コア利用時 小金井設置コア利用時

転送レート中央値 RTT中央値 転送レート中央値 RTT中央値

約250 Mb/s 約60 ms 約800 Mb/s 約25 ms
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適用エリアに即した地上系モバイルの高度化機能検討

市街地：稠密・不均一な電波利用を想定し、低速適応変調の適用検討

河川周辺：状況変化を検知するLPWAシステムとの連携検討

地上系システム(TN)における連携拡張検討例

13

低速適応変調の概要とエリア構築検討

• 受信電力強度：低
• 所要ロバスト性：高
• セル繰返し距離：長

• 受信電力強度：中
• 所要ロバスト性：中
• セル繰返し距離：中

• 受信電力強度：高
• 所要ロバスト性：低
• セル繰返し距離：短
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LPWAシステム連携による環境センシング実証

無線部

センサ部
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地上系無線通信システムの高度化に不可欠な拡張CプレーンのNTN実装を検討

拡張Cプレーンの連続性、偏在性、拡張性を実現

要件に応じてNTNアーキテクチャ（Space/Air borne、Transparent/Regenerative）を選択

「NTN等ヘテロネットワーク連携技術」概要

地上系システム

拡張Cプレーン

• 連続性、偏在性、拡張性を実現

• 一実装例としてNTNを想定

NTN

GEO/MEO/LEO

HAPS

高度化Cプレーン制御の例

ハンドオーバ・モビリティ対応

(地上)サブネット間協調

ドローン網広域運用・管理

セキュリティ管理

高度化
Cプレーン制御

接続形態
選択
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ソフトウェアベースの5GCの遠隔/分散設置(モバイル
コア)を利用した拡張Cプレーンの基礎評価を実施

B5Gモバイル拠点間の距離を活用し、NTNリンク
を想定した評価を実施

UEとして、エミュレータによる動作実装

基本特性評価：モバイルネットワーク開発環境
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想定したNTNリンクによる特性劣化は見られず、拡張C-Planeの意義について確認することができた

拡張C-Plane評価：モバイルネットワーク開発環境
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ハードウェアベースの5GC(東京拠点に固定)を適用し、UE、MECを遠隔実装することで評価

UEとして、実端末を適用

基本特性評価：モバイルアプリケーション実証環境
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モバイルネットワーク開発環境と同等の傾向を確認できた

拡張C-Plane評価：モバイルアプリケーション実証環境

デモンストレーション実演中
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主な成果等

査読付き国際会議論文採択・発表済

査読付き国際誌上論文採録決定済み

外部資金獲得等についても検討中
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本研究開発、テストベッドの発信について

本研究開発・協創プロジェクトは、イベントや
展示会で発信。当該テストベッド設備をコアと
するさらなる連携につながることが期待される

NICTオープンハウスでの実証
未来思考実証センター
設置記念シンポジウム

テストベッドの
ハンズオンイベント

工大祭での実証

日本学術振興会「ひらめき☆ときめきサイエンス～ようこそ
大学の研究室へ～KAKENHI」での活用
（https://www.jsps.go.jp/j-hirameki/）

https://www.jsps.go.jp/j-hirameki/
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結論

九州工業大学（九工大）・情報通信研究機構（NICT）は、B5Gモバイル環境

の利活用に基づく、マッチングファンドをはじめとする協創プロジェクトを推進
してきた

高度化・多様化が見込まれるB5G無線通信システムに関する研究開発を
実施している

フローティングCPS広域基盤技術

動的リソース割当・遠隔コア配置技術

NTN等ヘテロネットワーク連携技術

研究開発・協創プロジェクトは、イベントや展示会で発信。当該テストベッド
設備をコアとするさらなる連携につながることが期待される

→ 北九州地区の産学官が参加する産学連携共創への取組を継続したい
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